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第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
ニ
」
を
「
及
び
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び
ニ
」
を「
及
び
ハ
」

に
、「
第
二
十
二
条
の
八
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」に
改
め
、

同
項
第
五
号
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、

同
項
第
十
号
ロ
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第
十

三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十

六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
」
を

「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
十
九
項
第
一
号
」
を
「
第
十
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項

第
二
号
」
に
、「
第
十
九
項
第
二
号
」
を
「
第
十
八
項
第
二
号
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
イ
]
」を「
第

二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
一
号
イ
]
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第
二
十
二
条

の
八
第
二
十
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項
第
三
号
」
に
、「
第
十
九
項
第
三
号
」
を
「
第
十
八
項
第

三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
八
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
八
号
の
二
を
同

項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
九
号
中
「
第
二
十
項
」
を
「
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
第
二
十
二

条
の
八
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
四
号
イ
中
「
都
道
府
県
知
事
」

を
「
建
築
許
可
権
者
、
都
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
七
項
」

を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
五
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
六
項
」

に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
六
号
中
「
第
二
十
二
条
の

八
第
三
十
一
項
各
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
九
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
七
号
ロ
中
「
第
二
十
二
条

の
八
第
三
十
二
項
各
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
三
十
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
九
号
中
「
第
二
十
二
条
の

八
第
三
十
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
ニ
又
は
同
号
ロ
及
び
ニ
」

を
「
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
及
び
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
八
項
第

三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
七
項
第
三
号
」
に
、「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
ニ
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二

第
二
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
九
項
」
を
「
第
二

十
二
条
の
八
第
八
項
」
に
、「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
ニ
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
ハ
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
二
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第

十
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
三
項
第
三
号
」を「
第

二
十
二
条
の
八
第
十
一
項
第
三
号
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
三
項
に
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
一
項
に
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
イ
]
」
を
「
第
二
十
二
条

の
八
第
十
八
項
第
一
号
イ
]
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項

第
一
号
イ
^
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
一
号
イ
^
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項

中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
イ
`
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
一
号
イ
`
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
ロ
]
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八

項
第
一
号
ロ
]
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
ロ

^
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
一
号
ロ
^
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、同
条
第
十
三
項
中「
第

二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
ロ
`
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
一
号
ロ
`
」
に
、「
第
十
項
第
三
号
」
を

「
第
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
二

号
ロ
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
五
項
」に
、

「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
一
項
第
二
号
イ
]
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項
第
二
号
イ
]
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
第
十
六
項
第
三
号
」
を
「
第
十
五
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中

「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
二

号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
三
号
ロ
」を「
第

二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
一
項
第
二
号
イ
]
」
を

「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項
第
二
号
イ
]
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
一
項
第
三
号
イ

]
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
九
項
第
三
号
イ
]
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、同
条
第
十
八
項
中「
第

二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
三
号
ハ
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
、同
項
第
一
号
イ
中「
第

二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
三
号
ロ
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七

項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
十
八
項
第
三
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第

二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
九
項
各
号
」

を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
七
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
第
二
十

二
条
の
八
第
二
十
九
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
二
十
七
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項

と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
す
る
。

第
十
八
条
第
四
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
中
「
森
林
施
業
計
画
」
を
「
森
林
経
営
計
画
」
に
、「
受
け
た
旨
」
を
「
受

け
た
、」に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
四
第
四
項
第
三
号
中
「
二
億
円
」
を
「
一
億
五
千
万
円
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
五
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
資
産
」
を
「
、
第
八
号
又
は
第
九
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
産

（
同
欄
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
つ
て
は
、
駐
車
場
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。）で
同
欄
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
に
、「
同
条

第
六
項
」
を
「
法
第
三
十
七
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
イ
中
「
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。）」
を
「
土
地
等
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中「
第
二
十
五
条
第
十
三
項
」

を
「
第
二
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

表
の
第
九
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
産

同
欄
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
施
行
令
第
二

十
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類

第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
九
号
イ
中
「
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
」
の
下
に
「
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
に
係
る
施

行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
（
同
号
に
規
定
す
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）が
施
行
令
第
二
十
条

の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
き
都
道
府
県
知
事
（
市
の
区
域
内
に
あ
つ
て
は
、当
該
市
の
長
。

ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
証
明
を
受
け
た
旨
及
び
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
施
行
者
の
」
の
下
に
「
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
建

替
事
業
に
係
る
」
を
加
え
、「
及
び
同
号
に
規
定
す
る
」
を
「
及
び
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
に
係
る
施
行
再
建
マ
ン

シ
ョ
ン
が
同
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
当
該
」
に
改
め
、「（
当
該
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
八
条
に
規
定
す
る
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
指
定
都
市
等
の
長
）」を
削
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
へ
い
」
を
「
塀
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
三
号
イ
中
「
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
を

「
第
十
号
、
第
十
号
の
二
、
第
十
一
号
、
第
十
二
号
」
に
、「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
十

一
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
四

項
」
に
、「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
十
七
項
」
を
「
同
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、「
社
会
福

祉
施
設
」
の
下
に
「
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
項
第
五

号
の
九
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
同
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
等
」
に
、「
同
法
第
五
十
五

条
第
一
項
本
文
」
を
「
同
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
市
計
画
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知

事
等
」
に
、「
都
市
計
画
法
第
五
十
五
条
第
一
項
本
文
」
を
「
同
項
本
文
」
に
改
め
る
。
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